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 かんぽ生命の植平でございます。

 本日は、お忙しいところご参加いただき、誠にありがとうございます。

 はじめに、私から、経営方針の概略をご説明し、その後、常務執行役の加藤 か
ら、経営状況の詳細をご説明いたします。

 2ページをご覧ください。
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 かんぽ生命の代表執行役社長に就任して、初めての決算説明会となります
ので、私の経歴からご説明いたします。

 私は、1979年に東京海上火災保険に入社し、経営企画・営業企画などの

企画部門に従事するとともに、宮崎支店長をはじめ、営業現場の業務推進
にも取り組んでまいりました。

 2013年6月にかんぽ生命に転じてからは、主に商品開発や営業企画を4年
間担当し、本年6月、代表執行役社長に就任いたしました。

 かんぽ生命は、2007年の民営化、2015年の株式上場を経て、将来の成長・
発展に向けた改革を進めているところです。

 私自身、経営陣の一員として尽力してまいりましたが、代表執行役社長とし
ての私の使命は、これまでの成果を踏まえつつ、改革を加速・進化させるこ
とにより、更なる企業価値の向上を実現していくことと、認識しております。

 これからも、日本郵政グループの一員として、パートナーである日本郵便と
力を合わせながら、全力で皆さまのご期待に応えるよう努力してまいります
ので、変わらぬご支援とご鞭撻を、よろしくお願いいたします。

 次に、3ページから、経営方針の概略について、ご説明いたします。
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 ここでは、経営課題への対応について、私の基本的な考え方をご説明いたします
。

 皆さまご承知のとおり、歴史的な超低金利に加え、少子・高齢化が急速に進展す
るなど、生命保険業界にとっては厳しい事業環境が続いています。

 かんぽ生命が、今後、更なる発展を遂げるためには、ここに掲げた3つの柱、

すなわち、「①お客さま本位を徹底した業務運営の追求」、「②持続的な成長の実
現」、「③事業経営における健全性の確保」、これらに真摯に取り組むことが必要
であり、次期中期経営計画を今後検討する際の基本になると考えています。

 1つ目の「お客さま本位を徹底した業務運営の追求」は、親切に、丁寧に、分かり

やすくご説明し、お客さまのご理解・ご納得を得た上でご契約いただくことだと、
考えています。

 募集面での品質を一層高めるとともに、全ての業務において、お客さまの利便性
の向上に努めてまいります。

 2つ目の「持続的な成長の実現」については、保障性商品の販売スキルを向上さ

せつつ、お客さまニーズをとらえた新商品を開発するとともに、営業面でも日本郵
便との連携強化を図ることにより、保有契約の底打ち・ 反転を目指してまいりま
す。

 直近では特約付加率が9割近くに上昇するなど、保障ニーズを重視した営業の
定着が、成果を出しつつあります。

 3つ目の「事業経営における健全性の確保」は、生命保険という、お客さまの
一生涯に寄り添う商品をご提供する上で、前提となるものです。

 適切なリスク管理（ERM）によって健全性を維持しつつ、ALMを基本に、資産運用
の 多様化を進めてまいります。



 以上の取組みを実現するため、人材・システム等への継続的な投資も行い、今後、
次期中期経営計画を具体的に検討してまいります。

 4ページをご覧ください。
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 ここでは、具体的な経営戦略のうち、低金利環境を踏まえた商品戦略につい
て、ご説明いたします。

 市場金利が急速に低下したことへの対応として、昨年6月に、学資保険の一部
と一時払定期年金保険の販売を停止し、その後、2度の保険料改定を実施しま
した。

 基本契約の予定利率は、昨年8月に1.5%から1.0%に引き下げ、本年4月には、
1.0%から0.5%に引き下げました。

 この間、予定利率の引下げに伴う保険料の値上げ幅を抑制するため、死亡率
や疾病の発生率も見直しましたが、全体として、商品の収益性を確保する総合
的な改定を行うことができました。

 また、本年10月には、新規業務として郵政民営化法の認可を得た、3つの新商
品の販売を開始しました。

 いずれも、高齢化の進展、低金利の継続に対応して、保障が必要なお客さま
のお役に立てる商品となっておりますので、お客さまに分かりやすくご説明して、
保障ニーズをしっかりとらえてまいりたいと考えております。

 5ページをご覧ください。
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 ここでは、保有契約の状況について、ご説明いたします。

 9月末の個人保険の保有契約年換算保険料は、前期末からやや減少したものの、
全体の減少傾向は緩やかになっています。

 第三分野においては、保障ニーズを重視した営業推進により、前期末と同水準を
維持し、収益性の改善に寄与しました。

 今後も、10月に発売した新しい医療特約等を活用して、質の高い契約を獲得しつ
つ、成長軌道への転換を目指してまいります。

 6ページをご覧ください。



 私からは最後に、中間決算の概要について、ご説明いたします。

 財務会計ベースでは、経常利益は、マーケットが安定的に推移したことによる
キャピタル損益の改善等により、＋610億円改善しました。

 また、純利益は、無配当特約の増加による契約者配当準備金繰入額の減少等
により、＋87億円の増益となりました。

 通期業績予想比でも、経常利益・純利益ともに、順調な進捗となっています。

 経済価値ベースでは、EV・新契約価値ともに、大きな改善を示しました。

 特に、新契約価値については、マイナス金利政策の導入を受け、機動的に保険
料改定を実施するなど、環境変化に適切に対応してきた成果が、数字に現れた
と 評価しています。

 下期についても、保障性商品を中心に販売強化を図り、利益をしっかり確保して、安定
的な株主還元が実現できるよう努めてまいります。

 社内においては、上下・組織の区別なく、自由闊達に議論し、明らかとなった課題に全
社一丸となって取り組んでまいります。

 私自身、先頭に立って、経営改革をリードしてまいりますので、皆さまのご指導・ ご支
援を心よりお願い申し上げます。

 以上で私からの説明を終わり、続いて、常務執行役の加藤より、経営状況の詳
細をご説明いたします。
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 常務執行役の加藤でございます。

 私からは、中間決算を踏まえた経営状況の詳細をご説明いたします。

 8ページをご覧ください。
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 ここでは、連結財務諸表の要約をお示ししています。

 保有契約の減少により、保険料等収入、総資産の規模は減少していますが、減少
幅は縮小傾向にあります。

 経常費用のうち資産運用費用が減少したことから、経常利益は前年同期比から６
１０億円のプラスとなっています。

 純利益については、収益性が比較的高い民営化後（新区分）の契約が積み上がっ
ていることから、安定的に推移しております。

 9ページをご覧ください。
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 次に、新契約の状況について、ご説明いたします。

 個人保険の新契約年換算保険料は、保険料改定の影響等により、 前年同期比
△26%減の2,089億円となりました。前年同期は、７月に保険料改定前の駆け込み需
要があったことが減少幅が大きい要因となっています。

 一方、第三分野の新契約年換算保険料は、前年同期比+7.4%増の279億円となり、中
間期としては過去最高を記録しました。

 下期には新たな医療特約を発売するなど、保障ニーズを重視した営業を一層強化す
ることにより、更なる新契約の販売拡大を目指してまいります。

 10ページをご覧ください。
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 ここで、10月発売の新商品について、ご説明いたします。

 医療特約の改定は、2008年以来のもので、医療技術の進歩による入院日数等の軽減、

予定利率の見直し等による保険料負担の増加といった背景を勘案し、①入院保障、②
手術保障、③返戻金の3点について、改定を行っています。

 1つ目の入院保障については、入院日数の短期化を踏まえ、入院1日目に入院保険金
日額の5日分を上乗せしてお支払いすることで、短期入院に手厚い保障としました。

 2つ目の手術保障については、外来手術が増加していることを踏まえ、入院を伴わない

手術や放射線治療も保障対象に加えるとともに、保険金額もお客さまに分かりやすいシ
ンプルな保障額としました。

 3つ目の返戻金については、終身保険に付加する医療特約に係る解約返戻金がないタ
イプをバリエーションとして用意し、保険料負担の軽減を図りました。

 このように保障範囲を充実させた新たな医療特約の販売を通じて、お客さまの保障ニー
ズにお応えし、保障性商品の販売を強化してまいります。

 11ページをご覧ください。
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 次に、終身保険（低解約返戻金型）と長寿支援保険について、ご説明いたします。

 終身保険については、2度の保険料改定により、お客さまの保険料負担が増加したこと

から、従来より解約返戻金を低く設定したタイプを追加することで、保険料を低廉化し、
魅力のある商品を投入しました。

 年金保険については、金利低下により、当社は年金商品の販売を停止しておりましたが
、長生きリスクへの保障を提供するため、いわゆるトンチン性を高めた長寿支援保険を
開発しました。

 これらの対応により、低金利環境下においても、価格・返戻率で魅力のある商品をご提
供できるようになったと考えております。

 12ページをご覧ください。
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 次に「お客さま本位の業務運営」について、ご説明いたします。

 企業価値の持続的な向上を実現するためには、「お客さま本位の業務運営」の徹底が
必要不可欠であり、当社の経営上最も重要な柱と位置付けています。

 本年4月には、経営トップのコミットメントをはじめ、7つの原則からなる「お客さま 本位
の業務運営に関する基本方針」を定めました。

 全ての業務について、分かりやすさという観点から、見直しを行っているとともに、満80

歳以上のお客さまに対する募集の際には、ご家族等への説明を引受条件とするなど、
お客さま本位のサービスの提供に向けた改善・高度化に取り組んでおります。

 13ページをご覧ください。
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 ここからは、資産運用の状況について、ご説明いたします。

 ALMを基本としつつ、昨今の低金利環境を踏まえ、運用資産の多様化を進めてき
た結果、株式・外国債券などのリスク性資産の残高は約9兆円、総資産比で11.5%
まで拡大しました。

 今後もマーケット環境を注視し、徹底したリスク管理の下、リスク性資産への投資を
継続する方針であり、今期末には総資産比12%程度を見込んでいます。

 右の表のとおり、負債の平均予定利率の低下が続く一方、資産の利子利回りは前
年同期と同水準を維持し、350億円の順ざやを確保しました。

 また、キャピタル損益は△24億円となりましたが、金利や為替などマーケット変動
の影響を受けた前年同期から大きく改善しています。

 14ページをご覧ください。
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 続いて資産運用の多様化について、ご説明いたします。

 低金利環境下で運用収益を確保していくため、当社は資産運用の多様化を積
極的に進めており、今期も投資対象を拡大していく方針です。

 上期に開始したヘッジファンド・不動産への投資については、下期も継続し、ア
ロケーションの調整や投資対象地域の拡大等を検討してまいります。

 プライベート・エクイティ、インフラ・エクイティについては、上期において、態勢
整備が概ね完了したことから、下期に投資を開始する見込みです。

 これらのオルタナティブ投資については、時間分散を図りつつ、今後3年～5年
程度をかけて、総資産の1%程度まで残高を積み上げることを想定しています
が、マーケット環境等を踏まえ、柔軟に対応していきたいと考えております。

 また、オルタナティブ等の資産運用力を一層向上させるため、業務提携や人材
採用等を通じて、態勢強化を図ってまいります。

 15ページをご覧ください。
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 次にEVの状況について、ご説明いたします。

 2017年9月末のEVは、市場環境が安定的に推移したこと等により、前期末か
ら増加し、3兆5,986億円となりました。

 特に、保険料改定による収益性の改善、商品構成の保障性へのシフト等に
より、新契約価値は前年同期比965億円増の1,022億円となり、EVの増加に
大きく寄与しました。

 16ページをご覧ください。



 EVの変動要因について、ご説明いたします。

 低金利環境が続いているものの、当期の市場環境は安定的に推移したことから、EVは
着実に増加し、経済前提一定のRoEVは、年換算で+9.7%となりました。

 RoEVについては、年平均6～8%を目処としていますが、今中間期はこれを上回る成長
ペースとなりました。

 また、新契約マージンは4.7%と、マイナス金利導入前の水準を上回る実績となってお
り、保険料改定の効果や商品構成の変化が着実に現れていると考えています。

 17ページをご覧ください。
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 次に健全性の状況について、ご説明いたします。

 経営環境の変化に伴うリスクに備え、危険準備金と価格変動準備金を合わ
せて、3兆39億円を積み立てています。

 また、将来の逆ざや等を補う目的で積み立てている追加責任準備金は、5兆
9,397億円となっています。

 連結ソルベンシー・マージン比率、ESR、信用格付のいずれも、他社との比較
において遜色ない水準にあり、高い健全性を有していると考えております。

 18ページをご覧ください。
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 最後に、2018年3月期の連結業績予想について、ご説明いたします。

 今期は、中計の最終年度にあたり、当期純利益は、中計目標の「800億円程
度」を上回る、860億円を予想しています。

 株主配当については、1株当たり配当の安定的な増加を目指す方針のもと、
前期比+6.7%増の1株当たり64円を見込んでいます。

 中間期は、資産運用収益など一部の業績指標に多少の上ブレが見られま
すが、概ね順調に進捗しており、現時点において、当期の連結業績予想や1
株当たり配当予想に変更はないと考えております。

 以上で私からの説明を終わります。ご清聴いただき、ありがとうございまし
た。
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